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図画工作科学習指導案 
授業者  木幡 志帆    

１. 日時・場所   令和４年 １２月７日（水）５校時 図工室 

２. 学年・組   第６学年２組 ３０名 

３.「学習の方向性」から題材へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

造形的な見方・考え方を働かせ、資質・能力を育む「学習の方向性」 

〇感じたことや想像したこと、見たこと、伝え合いたいことから表したいことを見付け、主題を効果

的に表す。 

〇親しみのある作品などのよさや美しさなどを感じ取ったり考えたりし、見方や感じ方を深める。 

【A表現（１）イ（２）イ】【Ｂ鑑賞（１）ア】〔共通事項〕 

子どもたちの姿 

 ７月に実施した図工に関するアンケートの結

果、図工を「大好き～どちらかというと好き」

という児童が８８％、「好きでも嫌いでもない

～好きではない」という児童が１２％であった

。多くの児童が図工を「楽しい、好き」と感じ

ており、自分なりの表現を見つけて夢中になっ

て活動している様子が見られる。一方で苦手を

感じている児童は、自分のイメージしたことを

思ったように表せなかったり、表したものに自

信がなかったりしている。本学級の児童は、個

性豊かで自由に発言や発想をする児童がいるが

、自分が表したいものを思ったように表せなか

ったり、思いを表現したりすることに苦手を感

じている児童もいる。アンケートの結果から、

児童が楽しいと感じるのは、造形遊びと鑑賞が

一体になった、感じたことをその場で表現し、

共有しあう活動だった。表現することの楽しさ

と、恥ずかしさの間で、揺れている児童の姿が

見られる。「音のする絵」では、音を絵で表す

活動をしたのだが、目に見えないもの、イメー

ジしたものを絵で表すことに難しさを感じてい

る児童がいた。教師と会話したり、友達の表し

たものを見たりして、自分なりの表し方にたど

り着くことができていた。本学級の児童は、こ

うした題材に取り組むことを重ねてきたことに

より、少しずつイメージを形や色にする力を身

に付けてきている。 

教師の願い 

前年度と比べて、自分の思いを表すことに

躊躇する姿が見られるので、自分の感じたこ

とやイメージしたことについて、表すことを

楽しみ、自信をもつようになってほしい。様

々なことに悩み、葛藤する時期にあるからこ

そ、自分の内面を絵で表すことに取り組み、

表現することの面白さを感じながら、自分の

感じたことを大切にしていいということに気

付かせたい。 

美術作品を鑑賞し、その色や形、筆あとな

どから感じ取る「作者の思い」を探り、自分

なりに考えたことを基にして、自分の心を絵

に表す活動に取り組むことで、イメージした

ものを形にしていく難しさと面白さの両方を

感じてほしい。鑑賞した作品の技法を模倣し

てみたり、これまでの自分たちが取り組んで

きた技法を思い出したりして、６年間学んで

きた図工の技法を総合的に活用できるように

したい。 

「音のする絵」に続いて、目に見えないも

のを絵で表す活動になる。目に見えないもの

をどのように表したらよいか悩む児童もいた

が、本題材を通して、さらにイメージを具体

化し、見る人に効果的に伝えることができる

力を身に付けさせたい。 
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題材名 

わたしの心もよう 

～形や色に思いを込めて、12 歳のわたしをもようで表そう～ 

題材目標 

〇美術作品を鑑賞し、色の鮮やかさや筆遣いの特徴を理解し、前学年までの材料や用具などにつ

いての経験や技能を総合的に生かしたり、表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして、

表したいことに合わせて工夫して表すようにする。 

〇鑑賞した作品の造形的な特徴から、目には見えない「心」についての形や色のイメージを広げ、

自分のイメージを基に表したいことを見付け、どのように主題を表すかについて考え、絵に表す

ことを通して、表現の意図や特徴について感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を深め

るようにする。 

〇主体的に鑑賞したり、絵に表したりする活動に取り組み、つくりだす喜びを味わうようにする

とともに、形や色などに関わり楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養うようにする。 

題材について 

   本題材では、作者の思いが強く表れた我が国や諸外国の親しみのある美術作品を何点か鑑賞し、

自分がよいと感じた表現方法を見つけて、それを基に自分なりの表し方で、自分の心を絵に表して

いく。自分の表し方に自信を持てない児童に、自分の感じていることを表す楽しさを味わうと共に、

様々な感じ方や表し方がある面白さを改めて実感できるように本題材を設定した。６年生になり、

心も身体も成長し、これまでよりも素直に自分を表現することが難しくなってくるこの時期に、言

葉や文ではなく「絵で表す」ことの可能性を感じてほしい。心を絵に表す活動に取り組みやすくす

るため、一つに絞らずに「○○な気持ち」として、何点も描いてよいことにして、様々な表し方で

たくさんの心を表現できるようにしたい。また、鑑賞した作品の技法を真似して描くことを通して、

自分の表し方の幅を広げ、新しい表現に挑戦していくきっかけにしたい。 

「学習の方向性」を基に育成を目指す資質・能力と本題材との関連 

第５学年及び第６学年 絵に表す活動 

主に抽象画を鑑賞することを通して、形や色で思いが表現できることを知り、自分も心を絵で表

現する活動に入っていく。これまでの技法に加えて鑑賞した作品の模倣をしてみるなど、新しい表

し方にも挑戦できるようにしていく。出来上がった作品は、その場で鑑賞できるようにし、同じ気

持ちでも人によって表し方が違ったり、自分では思いもよらなかった表し方があることを知ったり

することによって、自分の見方や感じ方を深められるようにする。 
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４.テーマに迫るために 

研究主題 

感性豊かに生きる力をはぐくむ図画工作科学習の創造 

～感じる つくる 考える 子どもの姿を求めて～ 

部会テーマ 

効果的に つくることを楽しむ子どもの姿を目指して 

 

〇出あいの工夫 

 「音のする絵」と同じく、目には見えないものを絵に表す活動であることを伝えることで、活動の見

通しがもてるようにする。始めに横浜美術館コレクション鑑賞アプリ「みるみるアート きみはだ

れ？」を使って、ルネ・マグリットの「王様の美術館」を鑑賞し、「心の中」を絵に表すことのイメー

ジを持たせる。筆遣いや形や色に特徴のある作品を鑑賞することによって、美術作品に興味を持つと共

に、造形的なよさや美しさ、表現の意図や特徴、表し方の変化などについて、感じ取ったり考えたりし

たことから、自分で表したい気持ちをより高めていく。 

 

〇場の設定の工夫 

  美術作品の鑑賞には、全員で見るための拡大したものと、個人でみるためのタブレット端末に入れ

たものの両方を用意しておくことにより、全員で話し合う時と、個人で細かい部分を拡大して見ること

ができるようにする。また、心もようを絵に表す際には、取り組みやすくするために、グループで互い

に見合いながら描けるようにしたり、小さめの画用紙を用意して何枚も描けるようにしたりする。描い

た絵は、その場で図工室に掲示できるようにして、いつでも見合うことができるようにする。 

 

〇共感的支援の工夫 

  鑑賞の際、タブレット端末に直接感じたことを書きこめるようにし、自分の感じたことを言語化さ

せて友達と共有しやすくする。また、描いた絵をその場で掲示していくことによって、自然に相互鑑賞

ができるようにする。描いた絵は、同じ気持ちを同じ連にして掲示していくなど、掲示の仕方を工夫

し、同じ気持ちでも表し方や感じ方が違うことを楽しめるようにする。 

 

〇小中一貫の視点 

  美術作品を鑑賞し、感じ取ったことから発想をして自分の心もようを絵に表す活動は、中学校美術

科A表現（１）ア（２）ア（ア）（イ）絵や彫刻などに表現 共通事項（１）アイ」における、感じ

取ったことや考えたことなどを基に主題を生み出し、豊かに発想し構想を練り、創意工夫して美しく

描いたりつくったりすることにながっていく。 
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５.題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・美術作品を見るときの感覚や

行為を通して、動き、奥行き、バ

ランス、色の鮮やかさなどを理

解している。 

・前学年までの材料や用具など

についての経験や技能を総合的

に生かしたり、表現に適した方

法などを組み合わせたりするな

どして、表したいことに合わせ

て表し方を工夫して表してい

る。 

・美術作品の形や色などの造形的

な特徴を基に、目には見えない心

について自分のイメージをもち、

どのように主題を表すかについて

考えている。 

・自分たちの作品の造形的なよさ

や美しさ、表現の意図や特徴、表

し方などについて、感じ取ったり

考えたりし、自分の見方や感じ方

を深めている。 

・心の中を絵に表す面白さや

喜びを味わい、主体的に表現す

る学習活動に取り組もうとし、

活動を通して、主体的に形や色

などに関わり、楽しく豊かな生

活を創造しようとしている。 

 

６.指導と評価の計画  ５時間（本時４／５） 

 ア 心を絵に表す活動をしていくことを知る。（１０分） 

イ 複数の美術作品を見て、筆遣いや色や形の特徴で気が付いたことから、どんな感じがするか考え

る。（３０分） 

 ウ 鑑賞した作品の表現方法をまねしたり、いいと思ったところを取り入れたりして、これまでの表

現方法も合わせて、自分なりの表し方で心の中や気持ちを描く。（１３５分） 

 エ 人型の枠を作り、自分が描いた心の中や気持ちの絵に当てはめて、いいと思ったものを作品とし

て貼り合わせ、友だちと鑑賞しあい、活動の振り返りをする。（４５分） 

 子どもの学習活動 評価規準 

【評価方法】 

教師の指導  

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「みるみるアート きみ

はだれ？」のルネ・マグリ

ットの作品を見て、心や気

持ちを絵に表す活動をす

ることを知る。 

・不思議な感じのする絵 

・体の中が風景になってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇心や気持ちを絵に

表すことがイメージ

しやすくなるよう、

横浜美術館コレクシ

ョン鑑賞アプリ「み

るみるアート きみ

はだれ？」ルネ・マ

グリットの「王様の

美術館」を見せる。 

 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主
体
的 

ア 形や色に思いを込めて、自分の気持ちを絵で表そう。 
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２  

〇人型の枠に当てはめた

複数の美術作品を見て、そ

の中から選んだ一つの作

品について、どんな気持ち

なのか題名を考え、どうし

てそう感じたのか、理由を

タブレット端末に書き込

み、全体で話し合い共有す

る。 

・激しい感じがする。塗り

たくったタッチからそう

感じた。 

・明るい気持ちになる。色

がたくさん使われている

から。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇作品から感じ取ったこ

とと、作品の題名、作者名、

作品の背景などを合わせ

て、表したかった思いにつ

いて考える。 

・伝えたかったのは○○な

気持ちなのかな。 

・あの模様の作品の題名

が、〇〇だとは思わなかっ

た。 

 

 

 

知・技 

美術作品を見るこ

とを通して、動き、

バランス、色の鮮や

かさなどを理解し

ようとしている。 

【活動の様子】 

【タブレット端末】 

思・判・表 

複数の作品を見比

べる中で、表現の違

いや意図を感じ取

っている。 

【活動の様子】 

【タブレット端末】 

 

 

〇拡大した作品を黒

板やテレビに映し、

全体で鑑賞できるよ

うにする。 

〇３つの作品の中で

一つを選ぶこと、な

ぜその作品を選んだ

のという理由の中

に、自分の鑑賞の視

点があることに気付

かせる。 

〇児童の発言から出

た言葉を基に、鑑賞

の視点を示す。（形・

色・質感・筆遣い） 

〇各自のタブレット

端末でも美術作品の

写真が見られるよう

にしておく。 

〇作品に感じたこと

などを書き込めるよ

うにする。 

〇個人→グループ→

全体の順に意見を出

せるようにする。 

〇隠しておいた作品

名と作者の顔パネル

を見せる。 

〇見る人が感じたこ

とと、作者が伝えた

かったことが違うこ

とがあっていいこと

を伝える。 

イ 選んだ作品の気持ちや心を想像してみよう。 
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〇ワークシートに、自分が

表したい気持ちについて

書く。表したい気持ちに合

う色や形、技法をメモして

おく。 

〇気持ちは一つでな

くてよいことや、表

しながら変わってよ

いことを伝える。 

 

３ 

４ 

本

時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

〇どんな気持ちや心を表

すのかを考えながら試す。 

〇鑑賞していいと感じた

表現方法を試したり、これ

まで学んだ技法を組み合

わせたりして、自分なりの

表し方で「心」や「気持ち」

を描く。 

・強い気持ちは何色で表そ

うか。 

・水を少なめにしてみたら

いい感じになった。 

・スパッタリングでふんわ

りさせたい。 

〇出来上がったものを人

型の紙に当てはめてみて、

どんな感じになっている

か試しながらつくる。 

・ここの部分が体の真ん中

にくるといい感じになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

知・技 

美術作品を見て感

じたことや、これ

まで使ってきた技

法や材料などを総

合的に生かし、表

したいことに合わ

せて、効果的に表

そうとしている。 

思・判・表 

美術作品の形や色

などの造形的な特

徴を基に、目には

見えない心につい

て自分のイメージ

をもち、どのよう

に主題を表すかに

ついて考えてい

る。 

【活動の様子】 

主体的 

心の中を絵に表す

面白さや喜びを味

わい、主体的に表

現する学習活動に

取り組もうとして

いる。 

【活動の様子】 

 

 

〇様々な大きさの画

用紙を用意し、何枚

描いてもよいことを

伝え、取り組みやす

くする。 

〇図工室に前時で鑑

賞した作品の拡大を

掲示しておき、技法

などをいつでも確認

できるようにしてお

く。 

〇これまで経験して

きた技法の掲示や、

必要な材料や道具

を、すぐに使えるよ

うに準備しておく。 

〇何をどのように表

せばよいか迷ってい

る児童には、①どん

な気持ちを表してみ

たいか。②その気持

ちを表す色や形は何

なのか。を考えられ

るように個別に対話

をして支援する。前

時に鑑賞した作品を

もう一度見せて確認

してもよい。 

 

 
ウ 表したい気持ちや心に合わせた技法を使って、１２歳の今の

自分の気持ちや心を、もようで表そう。 
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〇人型に切り抜いた形を

つくる。 

 

〇気持ちの絵に型紙を当

てはめて、自分の表したい

感じに合う表現を選んで、

貼り合わせる。 

〇出来上がった作品を鑑

賞し、感じたことや考えた

ことを共有する。 

・全然違う表し方なのに、

同じ気持ちの作品があっ

て、おもしろいと思った。 

・気持ちを絵で表すのは難

しいと思ったけど、みんな

の気持ちが絵で伝わって

きた。 

 

 

 

 

 

 

 

思・判・表 

自分たちの作品の

造形的なよさや美

しさ、表現の意図

や特徴、表し方な

どについて、感じ

取ったり考えたり

し、自分の見方や

感じ方を深めてい

る。 

【活動の様子】 

【振り返りカード】 

主体的 

活動全体を通し

て、主体的に形や

色と関わり、楽し

く豊かな生活を創

造しようとしてい

る。 

【発言】 

【振り返りカード】 

 

 

〇出来た作品には

「〇〇な心」「○○

な気持ち」という題

名を裏に書いてから

クリップで止めて吊

るすようにする。 

〇同じ気持ちがあっ

たら、その連に吊る

していくように伝え

る。 

 

７.準備 

 児童：筆記用具、水彩絵の具、タブレット端末、はさみ、のり 

 教師：掲示用の美術作品、タブレット端末、ポストカード・八つ切りサイズの画用紙、コンテ・パステ

ル、クレヨン、網、ブラシ、ビー玉、プラスチック容器、スポンジ、刷毛、型紙用の画用紙 

 

 

 

 

エ 型紙をつくって、気持ちに当てはめてみよう。 
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８.場の設定 

 図工室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒板 
準備室入口 

４はん １ 

２ ５ 

９ 

画用紙 

網・ブラシなどの

道具 

３ 

８ 

 

６ 

７ 

出

入

口 

掲示板 

流

し

場 

流し

場 

掲

示

板 

スポンジローラー

などの道具 

１はん 

２はん 

３はん 

９はん 

５はん 

６はん 

７はん ８はん 
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９.本時の計画（４／５時） 

本時目標 

鑑賞した作品の造形的な特徴から、目には見えない「心」や「気持ち」について形や色のイメージを広

げ、自分が表したい心や気持ちのイメージに合わせて、これまでの表現方法も活用し、表したいことを効

果的に絵で表す。 

本時展開  

子どもの学習活動 具体の評価規準と評価方法 教師の指導 

 

 

〇表したい気持ちに合わせた

表現方法を試したり、鑑賞し

た作品の中で気に入った技法

を試したりして、自分の気持

ちを表現する。 

・６年生として、成長した誇ら

しい気持ちを明るい色で表そ

う。 

〇試して描いた模様を見て、

自分の中のどんな気持ちが当

てはまるか考えて、さらに技

法を重ねる。 

・ぐねぐねした線が、悩んでい

る感じに見える。色を変えてみ

たらどうなるかな。 

〇描いたものに人型の型紙を

当てはめて、どんな感じにな

るか確かめて、さらに工夫で

きるところはないか考える。 

・型紙に当てはめると、気持ち

がはっきりする。 

〇出来上がった作品の裏に作

品名と名前を書いて、乾燥と

鑑賞のために吊るす。 

・表し方が全然違うのに、同じ

気持ちだった。 

 

 

知・技 

美術作品を見て感じたこと

や、これまで使ってきた技法

や材料などを総合的に生か

し、表したいことに合わせて、

効果的に表そうとしている。

【活動の様子】 

思・判・表 

美術作品の形や色などの造形

的な特徴や、これまでの技法

と使って表したものを基に、

目には見えない心について自

分のイメージをもち、どのよ

うに主題を表すかについて考

えている。 

【活動の様子】 

主体的 

心の中を絵に表す面白さや喜

びを味わい、主体的に表現す

る学習活動に取り組もうとし

ている。 

【活動の様子】 

 

 

 

〇美術作品の拡大を掲示して、いつで

も全体で見ることができるようにす

る。 

〇気持ちが先でも、表しながら気持ち

を見付けても、どちらでもよいことを

伝える。 

〇対話を通して、感じたり考えたりし

たことを、明確にしていく。 

〇表すことに悩んでいる児童には、ま

ずは気に入った技法を好きな色で試

してみるように声掛けをする。 

〇すらすら描いている児童には、表し

た意図が明確になるように、「この形

は何を表しいているの」などと質問す

る。 

〇人型の紙は教師が用意し、描いて当

てはめて確認できるようにする。 

〇作品を吊るしている児童に「同じ気

持ちを表している人はいた？」などと

声掛けをする。 

 

 表したい気持ちや心に合わせた技法を使って、１２歳の今の自分の気持ちや心を、もようで表そう。 
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横浜市小学校図画工作教育研究会 R3一斉授業研究会 高学年記録 

【自評】 

６年生の子どもたちはとても真面目、子どもらしい。自分の表していることに自信がもてない子が多

い。今年度の実践提案の「みるみるアート」を参考に、マグリットの作品を取り入れてみようと考えた。

子どもたちの実態から表現に絞って授業を組み立てた。心を絵に表すことは難しいのではないかと考え

ていたが、「音のする絵」を実践した際に、目に見えない音を表現する活動をとても楽しんでいた。 

４年生で技法を楽しむ題材があるが、６年生でも最初は技法を楽しむことから入るといいのではと思い

他のクラスでやってみたら、活動が深まらなかった。そこでワークシートを用意した。表したいことを言

語化することで、支援しやすかった。表すことを楽しんでほしかったので、ワークシートに書いていなく

てもやりながら見つけていってもいいと伝えた。子どもたちはいつもの様子と違って緊張していたが、

黙々と活動を進めていた。 

○ワークシートはあったほうがよかったのか。 

○題材をよりよくするには。 

 

【研究協議】 

・どの子も自分の思いをもって取り組んでいるのがわかった。どのように主題を表すかをもてていた。自

分の作品を大事にしていた。評価について、何がＢでＡか。主体的 教科担任制の場合、たくさんの子

どもたちをみていると評価が大変なのでは。 

→教師と話しながらタブレットで写真で記録。教師の声かけでさらにのびたらＡ 、自分の表したいこと

に合わせて材料や用具を求めてくる子などＡにしている。 

・ワークシート使う、使わないを子どもに選ばせてよかった。枠も自分で作っておくと、自分の心を表す

ひとつになる。振り返りより片付けに時間かかる子、どうしているか。独自の技法を生み出している子

のフォローどうしたらいいか。 

・カードの大きさの意図は→基本は八つ切り。縦半分、横半分、さらにその半分、組み合わせると八つ切

りの大きさになる。 

・６年生の子たちがのびのびと活動していた。ワークシートがあったことで、思いがわかるのでこの題材

では有効だった。一つの表現だけで表すと、４年生と変わらないので、組み合わせる方が効果的に表せ

るのではないか。12歳の私ということであれば、自分のシルエットにするのがいいのでは。作品が全

部できてスライドショーするなどのアイディアも広がる。 

・掲示物の一つ一つが子どもたちの活動の手立てになっていた。苦手な子も取り組める。一人一人が意欲

的で、ゴールのイメージをもてていた。人型があることで最後のイメージもてる。男女関係なく作品に

ついて話していて、みている人も嬉しい気持ち。ワークシート、エピソードも書いてあることで支援し

やすい。 

・図工の嫌いな子はいないがうまくできなくて苦手という子が多い。手立てが多くそういう子が取り組

１２月７日  第 ６ 学年 

 

【授業者】     戸塚区 鳥が丘小学校 木幡 志帆 先生 

【題材名】            わたしの心もよう 
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みやすい。思いをもっていてもゆっくり活動する子、専科の先生が支援するのは難しい。どのようにさ

れているか。ワークシートに縛られることなく活動できた。目に見えないことを表す場合、具体物を入

れていても表したいことに合っていれば良いのでは。 

・４年生の時にやったからと言って６年生で思い出してやろうと言ってもなかなか難しい。繰り返し意

識的に取り入れていかないとこのようにはできない。卒業前にやってみたい。言葉で伝わらないことが

絵で表せるのは図工のよさ。ワークシートを吊るしておくのはとても良い。 

・子どもたちが黙々と取り組んでいた。色々な手立てが素晴らしい。振り返りも充実していた。ワークシ

ート・・・文字に表すと支援がしやすい。技法をワークシートに入れて○をつけるだけでも。みるみる

アート・・・鑑賞を入れることで色々な表現に触れることができ、自分の表現に活かせる。評価・・・

今回の場合、Ａがつく子はどのライン。効果的に表すとはどういうことか。 

・授業後に楽しかった！と言っていた子がたくさんいた。わからなかったという子がいなかったからで

はないか。 

 

【指導講評】 

〇ＮＩＴＳ教職員支援機構の動画を見ると、図工の評価などとてもわかりやすので参考に。努力を要す

る子をまずは支援。ＣをＢにする手立てを。指導要領に書かれている姿が見られたらＢ。質的に高まっ

ている、深まっていると思ったらＡ。Ａになる根拠をメモしておく。授業の中でやっておくことはＣを

Ｂに引きあげる。質的な高まりがある子のメモや写真を撮っておく。後からの評価ではなく、その都

度。自分で題材にしていくには、指導要領に書かれていることが達成できるかどうか。研究主題は横浜

市でずっと大切にしてきていること。低学年、中学年の積み重ねが高学年の「効果的に表す」につなが

る。中学校になったら生徒自らが表したいことを心に思い描く＝主題が大切にされるので高学年の授

業が大事。各校の子どもたちにあった図工の授業を。 

 

〇わくわく感があふれる教室だった。指導案検討から、木幡先生の熱い思いや目の前の子どもたちに合

わせて柔軟に変えていこうとする姿勢が素晴らしい。 

授業の中で全体に話していたこと、「ワークシートに書いていることと変えていってもいいからね。」

→つくりつくりかえつくり続ける子どもの大枠を捉えている。 

手で水分量を調整している子・・・知技：総合的に活かし、効果的に表そうとしているＡ 

グラデーションの上に描いている子・・・思判主：卒業に向けてのわくわくドキドキの気持ちを水分量

に気をつけながら取り組んでいたＡ 

こういった評価を積み重ねていく。Ｃの支援をしながらＡを見抜くか。担任の先生方にも協力してもら

い画像などを撮ってもらう。 

 

〇描きたいものがはっきりしている子がたくさんいた。出あいの工夫、場の設定の工夫、共感的支援の工

夫などが素晴らしいから。評価は作品でするのではない。活動の中での支援、評価が大事。働き方と充

実した授業バランスをとりながら。小学校でやってきたものを中学校でどれだけ伸ばせるか。小中のつ

ながりを意識できるように、小中ブロックでカリキュラムを持ち寄って、どこがどこにつながるか話せ

ると良い。 


